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て
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
だ
。
２
つ
の
歴

史
書
を
合
わ
せ
て
記
紀
と
い
う
。

　
『
万
葉
集
』
は
現
存
す
る
日
本
最
古

の
歌
集
で
、
天
皇
、
貴
族
か
ら
兵
士
や

農
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
人
が
詠

ん
だ
歌
が
幅
広
く
選
ば
れ
て
い
る
。
約

４
５
０
０
首
の
う
ち
約
９
０
０
首
に

奈
良
の
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、

大お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
の
編
纂
と
さ
れ
る
。
最
近
で

は
令
和
の
元
号
出
典
元
と
し
て
関
心
を

集
め
た
。
記
紀
・
万
葉
集
は
い
ず
れ
も

奈
良
時
代
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
わ
が

平
城
遷
都
に
続
く「
記
紀・万
葉
」

　
「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

『
古
事
記
』
完
成
１
３
０
０
年
を
迎
え

た
２
０
１
２
年
か
ら
20
年
の
『
日
本
書

紀
』
完
成
１
３
０
０
年
ま
で
を
つ
な
ぐ

９
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
奈
良
県
に

ゆ
か
り
の
あ
る
記
紀
・
万
葉
集
を
は
じ

め
地
域
の
伝
承
を
含
む
豊
か
な
歴
史
素

材
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。

　

背
景
に
は
２
０
１
０
年
に
開
催
し
た

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
の
盛
況
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
奈
良
へ
の
関
心
を

持
続
さ
せ
、
県
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
思
い
が
あ
る
。
奈
良
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
誘
致
や
地

域
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
奈
良
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
し
よ
う
と
い

う
考
え
だ
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
記
紀
・
万
葉
集
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
は
神
話
や
国
の
成
り

立
ち
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
物
語

調
で
記
し
た
日
本
最
古
の
歴
史
書
。

１３００年前の奈良で誕生した『古事記』『日本書紀』『万葉集』。

奈良県は２０１２年からこれらの歴史素材を活用した「記紀・万葉プロジェクト」を進めてきた。

継続的な取り組みによって奈良の魅力を再発見し、観光・地域振興につなげようとするもので、

20年に節目を迎える。これまでの取り組みと今後の展望について

奈良県記紀万葉プロジェクト推進係の中川裕介さん、中村明佑美さんに聞いた。

国
有
数
の
文
献
で
あ
る
。
誰
も
が
知
る

３
つ
の
名
高
い
歴
史
素
材
を
使
わ
な
い

手
は
な
い
。

「
大
古
事
記
展
」に
10
万
人
来
場　

　
「
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本

の
国
家
の
始
ま
り
で
あ
る
奈
良
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、『
本
物
の
古
代
と

出
会
い
、
本
物
を
楽
し
め
る
奈
良
』
を

実
現
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
ま
し

た
」
と
中
村
さ
ん
。
記
紀
・
万
葉
集
に

興
味
を
持
つ
コ
ア
な
フ
ァ
ン
に
は
知
識

を
深
堀
り
す
る
講
演
会
を
、
あ
ま
り
興

味
の
な
い
層
に
は
、
か
る
た
や
す
ご
ろ

く
な
ど
の
ツ
ー
ル
や
文
献
と
ス
ポ
ッ
ト

本物の古代を体感する
「記紀・万葉プロジェクト」

稗ひ
え
だ
の
あ
れ

田
阿
礼
の
読
む
『
帝
紀
』『
旧
辞
』＊

を
太お
お
の
や
す
ま
ろ

安
万
侶
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
神
代
か
ら
持じ

と
う統
天
皇

ま
で
の
歴
史
を
編
年
体
で
記
し
た
日
本

初
の
勅
撰
正
史
。
天
武
天
皇
の
命
に
よ

り
舎と

ね
り
し
ん
の
う

人
親
王
ら
に
よ
り
国
家
事
業
と
し

『古事記』『日本書紀』が奏上された平城京

山の辺の道には記紀・万葉ゆかりの地名や伝説が残る
出典 ： 奈良県景観資産

記紀編纂が始まった飛鳥京跡

法華寺は平城京遷都を推進した藤原不比等の邸宅跡とされる

＊『帝紀』『旧辞』は、『古事記』『日本書紀』以前に存在したとされる歴史書
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マ
に
、
雅
楽
の
成
り
立
ち
を
紹
介
す
る

講
演
や
雅
楽
演
奏
が
披
露
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
行
政
主
導
で
進
め
て
き
た
活
動

が
民
間
に
根
づ
き
つ
つ
あ
る
。

９
年
間
の
集
大
成
に
向
け
て

　

９
年
間
に
わ
た
る
「
記
紀
・
万
葉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
20
年
に
節
目
を
迎
え

る
。
集
大
成
に
向
け
て
、
こ
の
１
月
13

日
に
奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍

で
「
日
本
書
紀
完
成
・
藤
原
不
比
等
没

後
１
３
０
０
年
記
念
イ
ヤ
ー
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
能
の
公
演
を
行
っ

た
。
続
い
て
15
日
か
ら
東
京
国
立
博
物

館
で
「
日
本
書
紀
成
立
１
３
０
０
年
特

別
展
『
出
雲
と
大
和
』」
を
開
催
し
た
。

奈
良
県
と
島
根
県
の
連
携
に
よ
り
日
本

書
紀
に
ま
つ
わ
る
国
宝
・
文
化
財
約

１
７
０
件
を
展
示
、
雅
楽
と
石
見
神
楽

の
記
念
公
演
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
20
年
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
、

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

奈
良
県
は
50
年
、
１
０
０
年
と
い
う

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
記
紀
・
万
葉

集
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
素
材
を
現
代
の

感
覚
で
ひ
も
と
き
、
親
し
み
、
楽
し
み
、

味
わ
う
こ
と
で
先
人
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
豊
か
な
歴
史
を
知
り
、
未

来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
心
を
育
む
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
21
年
に
聖
徳
太

を
結
び
つ
け
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
歴
史

素
材
に
親
し
め
る
工
夫
を
し
て
き
た
。

　

14
年
に
奈
良
県
立
美
術
館
で
開
催
し

た
「
大
古
事
記
展
」
に
は
、『
古
事
記
』

を
題
材
に
し
た
絵
画
を
は
じ
め
、
国

宝
・
七し

ち
し
と
う

支
刀
な
ど
古
社
に
伝
わ
る
宝
物
、

多
彩
な
考
古
・
文
献
資
料
、
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
古
事
記
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
た
新
作
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
展
示
物
を
集
め
た
。「
五
感
で

味
わ
う
、
愛
と
創
造
の
物
語
」
と
題
し
、

古
代
か
ら
未
来
へ
と
語
り
継
ぐ
古
事
記

ワ
ー
ル
ド
を
創
出
し
、
10
万
人
を
超
え

る
来
館
者
で
賑
わ
っ
た
。

子
没
後
１
４
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
後
継
事
業
と
し
て
聖
徳
太
子
を
中
心

と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
並
行
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。

歴
史
に
興
味
を
持
つ
層
を
広
げ
る

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
観
光
客
数

の
増
加
な
ど
目
に
見
え
る
形
で
と
ら
え

る
の
は
難
し
い
が
、
県
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
奈
良
県
は
文
化
遺
産

や
史
跡
が
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
と
答
え
る
人
が
多
く
、
満
足
度
は
高

い
と
い
う
。「
講
演
会
の
参
加
者
募
集

に
は
定
員
の
倍
以
上
の
申
し
込
み
が
あ

り
、『
記
紀
・
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
み

て
い
ま
す
。
た
だ
、
参
加
者
は
歴
史
に

興
味
を
持
つ
シ
ニ
ア
層
が
多
く
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
や
子
供
た
ち
の
参
加
を
増
や

し
て
い
く
の
が
課
題
で
す
。
今
後
も
継

続
的
に
奈
良
の
魅
力
を
発
信
し
、
歴
史

文
化
に
親
し
む
人
の
裾
野
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
中
川
さ
ん
は
話
す
。

　

大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
つ
な
が
り
、
仏

教
を
採
り
入
れ
た
先
進
地
で
も
あ
っ
た

奈
良
は
、
日
本
の
ル
ー
ツ
を
体
感
で
き

る
唯
一
無
二
の
地
。
歴
史
文
化
を
生
か

す
取
り
組
み
に
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

が
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
歴

史
文
化
資
源
普
及
啓
発
活
動
に
対
し
文

化
資
源
活
用
補
助
金
に
よ
る
支
援
も
行

っ
て
い
る
。
19
年
度
は
記
紀
・
万
葉
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
16
件
を
採
択
。

斑
鳩
町
で
は
伝
統
芸
能
・
雅
楽
を
テ
ー
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そ
の
後
も
、
毎
年
継
続
し
て
記
紀
・

万
葉
を
語
る
講
演
会
を
多
く
の
市
町
村

で
開
催
。
ゆ
か
り
の
地

を
め
ぐ
る
観
光
ガ
イ
ド

の
作
成
や
散
策
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
、
記

紀
・
万
葉
を
体
感
す
る

場
を
提
供
し
、
観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル

や
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

子
供
向
け
に
は
、『
古
事
記
』
の
名

場
面
を
集
め
た
「
古
事
記
か
る
た
」
や

『
日
本
書
紀
』
の
有
名
テ
ー
マ
を
も
と

に
し
た
「
日
本
書
紀
す
ご
ろ
く
」
な
ど

を
使
っ
て
歴
史
素
材
に
触
れ
、
遊
び
な

日本書紀すごろくの様子（左上）
斑鳩町で行われた雅楽フェスティバル（左下）

日本書紀完成・藤原不比等没後1300年記念イヤーオープニングイベントでは
パネルディスカッション（右上）や能の公演（右下）が行われた

『古事記』『日本書紀』にも描かれた大神神社

ⓒNARA pref.
奈せ第19-105号

記紀 万葉

1 記紀編纂事業、
始まりの地へ 飛鳥京跡周辺 1 大和国原を見はるかす、

神話の道へ 山の辺の道

2 太安万侶を輩出した
多氏の故郷へ 多神社周辺 2 初期王朝を偲ぶ、

巨大古墳の道へ 山の辺の道

3 「時に舎人あり…」。
異才・稗田阿礼ゆかりの地へ 下ツ道周辺 3 大和三山に見守られし、

藤原京へ 藤原京跡周辺

4 影の実力者、藤原不比等の
邸宅があったとされる地へ 平城宮跡周辺 4 白泡の玉と響く、

美しき清流・宮滝へ 万葉の道

5 『古事記』を編纂した
天才的文官、太安万侶の墓へ 田原周辺 5 古代の記憶が眠る、

飛鳥の里へ 飛鳥京跡周辺

6 『天地（あめつち）のはじめ』
神さびし高天原へ 葛城古道周辺 6 かぎろひ立つ古の狩猟地、

阿騎野へ 阿騎野周辺

7 “倭王”武、
雄略天皇の拠点へ 初瀬川沿い 7 悲劇の皇子を悼む、

二上山の頂へ 二上山

8 東奔西走した2大ヒーロー
終焉の地へ 室宮山古墳周辺

9 “始まり”を宿す、
三輪山の麓へ 山の辺の道

� 古墳に彩られた、
「初期ヤマト政権」誕生の地へ 山の辺の道

記紀・万葉でたどる奈良


